
役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

御船町みんなでつくる町の基本条例素案検討委員会
（中村幸雄委員長）では「まちづくり」のルールを検
討してきました。まちづくりの要素である「人」「もの」
「情報」「金」を活用する方針とそれを支える制度につ
いて下記のような意見が出ています。
今後は、「地域のつながり（コミュニティ）」や「町
民参加」などを検討していきます。
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町民の皆さまのご意見も随時募集しています。ご意
見がある方は、町までお寄せください。

hisho@town.mifune.lg.jp

１月12 日に「九州市町村合同公売会in熊本」が益
城町総合体育館で開催されました。
今回の公売会は、御船町が事務局として九州内の自

治体に呼びかけを行い企画しました。当日は、九州
内の45自治体から約600品の出品がありました。当
日は約800人が来場し、公売会全体での落札金額は
1,908,571円になりました。会場には「税の公平性
を保つ」ため、公売会の仕組みや納期内納税の周知コー
ナーを設けており、来場者からは、税の滞納処分（捜
索・差押等）について質問も多く寄せられました。
また、御船町では動産だけでなく、不動産（建物・

土地等）の公売も町独自で行っており、平成25年度
に差し押さえて公売した金額は約620万円になり、
全て税の未納分に充てられます。

【滞納額の推移】
平成21年度　約１億6100万円
平成22年度　約１億3600万円
平成23年度　約１億4200万円
平成24年度　約１億2800万円

平成25年度の税制改正により、国税延滞税が見直
され、町税の延滞金の率も合わせて改正されました。
改正により、平成26年１月１日以降に納期限を
過ぎた税にかかる延滞金の率は、下記のとおり引き
下げられました。

【公売会とは】
「公売」とは、町税等の滞納者から差し押さえた財
産を売却し、税の未納分に充てる手続きで、裁判所が
行う場合は「競売」などと呼ばれます。
会場で行う動産の公売会は、熊本が発祥といわれて

おり、全国でも行われています。最近では、インター
ネットを利用した公売も盛んに行なわれており、御船
町でも差押えた財産を出品しています。
今回のような大規模な会場形式・合同で公売を行う

メリットは、多くの集客を得られること、落札価格の
高揚、参加自治体の負担の軽減、効率的な周知活動が
期待できることなどがあります。来場者にとっても、
品数・種類が多く、公売物件を直接見ることができる
ため、より安心して入札、購入ができます。
御船町が開催・出品する場合などは、広報・回覧な

どでお知らせしておりますので、是非参加されてみて
ください。
また、税務課窓口では、近隣で行われている公売会

の情報も掲示しております。

納税の相談を受けています
税の納付についての相談がありましたら、税務課徴
収係までご相談ください。
また、毎週火曜日は19時30分まで相談と窓口納
付が可能です。

税の延滞金は、納期限までに納付された人との公
平性を図るために加算されます。納期限を過ぎると
延滞金の納付が必要になりますので、納期内納付を
お願いします。

特例基準割合とは・・・毎年、財務大臣が告示する割合に、年１％の割合を加算した割合です。

平成25年まで 平成26年１月１日以降 平成26年中の延滞金

納期限後１カ月以内の場合 年 4.3％ 特例基準割合 ＋ 1％ 2.9％

納期限後１カ月を過ぎた場合 年 14.6％ 特例基準割合 ＋ 7.3％ 9.2％
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年

項目 方針（案） 制度（案）

人材育成 町は、町民の人材の育成に努める。 ・NPO・ボランティア養成講座
・リーダー育成講座・ファシリテーター研修

人材の活用 町は、まちづくりを進める上で、人材を有効
に活用できるよう努める。

・人材バンク制度・職員サポーター制度
・町政ボランティア登録制

情報提供と情報共有 町は、まちづくりに必要な情報を分かりやす
く町民に提供し、町民との情報共有を図る。

・まちづくり説明会及び意見交換会
・マニフェスト進捗説明及び意見交換会
・マニフェスト・行政評価制度
・町の予算書・決算書
・出前講座等のまちづくり勉強会制度
・ホームページやフェイスブック等の活用
・情報公開コーナー・統計データの公表
・情報公開条例・補助事業、助成事業の紹介
・掲示板の設置・事業斡旋所的なもの

連携と共働
町は、対等な立場で、町民、団体との連携・
協力を図るとともに、町民間、団体間の連携・
協力を図る。

・人材バンク制度・まちづくり課の設置
・まちづくり交流センター（仮称）の設置
・まちづくり発表・交流会

資金面の援助 町は、町民がまちづくりを進める上で必要な
資金獲得の支援に努める。

・公募型提案制度・施設使用料の減免手続き
・委託・指定管理者制度
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納期内納税をお願いします  九州市町村合同公売会 in 熊本が開催されました
問税務課　徴収係　☎２８２－１１１５

自治基本条例の素案を検討しています
問総務課　秘書係　☎２８２－１３９２

平成26年１月１日より延滞金の年率が引き下げられました


